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行 政 報 告 

（平成21年3月定例町議会） 

 

議員各位におかれましては、公私共に何かとご多用のところ、第１回定例町議会に

ご出席いただき､誠にありがとうございます。 

この機会に、去る１２月定例町議会以降における町政執行の概要について報告させ

ていただきます。 

はじめに、3月6日午後9時半ごろに発生しました、富町団地町営住宅火災につい

てでありますが、この火災においては、火元となる１戸の内部が全焼するにいたりま

した。幸いにもけが人もなく、更には1棟4戸の集合住宅となっておりますが防火構

造により、他への深刻な影響もでず無事鎮火いたしました。現在出来る限り早期に復

旧することが出来るよう、予算措置等を講じてまいりたいと考えております。 

これを教訓として、高齢化が進む中でありますので、入居者の皆さんに防火意識の

高揚を図るための周知に努めると共に、防火管理につきましても万全を尽くすよう努

力して参ります。 

 

（総務課行政報告【総務班関係】） 

次に、十勝岳火山防災フォーラムについてでありますが、北海道火山防災サミット

実行委員会の主催により道内５火山関係市町村において開催されることとなっており、

今回については、昭和63年の噴火から20年を経過したことを契機に、当町を会場と

して１月23・24日の両日にわたり開催されたところであります。 

同フォーラムについては、多くの町民の方々をはじめ関係機関職員約350人が参加

した中で、「減災のまちづくり」をテーマにシンポジウムや講演が行われ、今後の噴火
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災害の備えについて確認しあうとともに、最後には隣町である美瑛町をはじめとした

関係機関、参加者により、火山の恵みと災害教訓を未来へ伝承することを改めて確認

するため「火山防災サミット宣言」を全会一致で採択し盛会に終了したところであり

ます。 

次に、十勝岳噴火総合防災訓練についてでありますが、上富良野町、美瑛町の両町

と北海道上川支庁を中心に、2月19日から20日の２日間の日程で、旭川地方気象台、

陸上自衛隊、北海道警察、上川南部消防事務組合など多数の関係機関が参加して実施

いたしました。 

当町においては、１１の防災関係機関の参加により、１日目は情報の収集と伝達訓

練を主体に、２日目は避難、救助・救出、避難路確保、道路閉鎖などの各種実働訓練

を展開いたしました。 

避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に、14箇所の避難所を開設して、泥流を

伴う十勝岳噴火が起きたという想定で、168世帯、236人が参加したところでありま

す。 

避難所の運営に対しては、一昨年度より各住民会単位の自主防災組織の参加をいた

だいており、今回で３回目となる本年度については、草分自主防災組織により6箇所

の屋外避難所を新たに開設するなど、行政・住民協働型の防災対策が定着化の方向に

あり、今後の自主防災活動の更なる展開につながればと願っているところであります。 

また、西小学校避難所においては、消防による救助・救出訓練を、草分防災センタ

ー避難所においては、地域住民の参加により発電機稼動実習訓練を行ったところであ

ります。 
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（総務課行政報告【企画財政班関係】） 

次に、平成 21・22 年度の競争入札参加資格申請についてでありますが、2 月２日

から２月18日まで受付を行い、建設工事で446件、設計等で229件、物品その他で

314件の申請を受けましたので、現在、資格者名簿への登録作業を進めております。 

入札・契約にあたっては、地域経済の振興対策とあわせて、競争性、公正性が強く

求められているところであり、今後とも一定程度の改善策を講じ、更なる適正化に努

めてまいります。 

 

（総務課行政報告【広域行政関係】） 

次に、広域行政でありますが、富良野広域連合につきましては、いよいよ４月から

し尿・生ごみ処理などの衛生事務、公共串内牧場事務、消防事務及び学校給食事務の

４事務につき広域処理が開始されることになります。２月１８日からは、初となる広

域連合議会定例会が招集され、開始する４事務事業関係の条例をはじめとする制定・

改正条例28本、平成21年度予算、平成20年度補正予算、組合加入など、３７議案

が慎重審議され、広域計画案が常任委員会に付託されたほか、それぞれ議決のうえ、

２７日に閉会されたところであります。 

また、昨年１２月の町議会第４回定例会において、議決いただいた、解散する一部

事務組合の事務及び財産を広域連合へ承継する「富良野広域連合規約の変更議案」は、

構成５市町村議会でそれぞれ議決され、構成市町村長協議を経て、１月２８日付けで

北海道知事から規約変更許可を受けたところであります。 

今定例会には、一部事務組合の解散議案及び一部事務組合の財産処分議案、並びに

給食センター条例の廃止など、広域連合移行に伴う関連条例議案を、それぞれ上程し

ておりますので、ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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なお、各一部事務組合の解散については、構成５市町村議会の議決が揃いしだい、

関係書類を添えて各一部事務組合の解散届出書を北海道知事へ提出し、３月３１日に

解散し、４月からは富良野広域連合がそれぞれ承継して、業務を開始する予定であり

ますので、ご報告いたします。 

 

（総務課行政報告【基地調整関係】） 

次に、自衛隊関係でありますが、12月20日、北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会の

要望運動が行われ、防衛省、財務省並びに北海道代議士会、関係国会議員に対し、重

要課題である北海道の防衛体制維持を求める要望が、前尾岸町長の参加のうえ行われ

たところであります。 

昨年 12 月末から1 月にかけ防衛省、自衛隊の各関係機関などに町長就任のあいさ

つとともに上富良野駐屯地の現状規模堅持の要請を行なってまいりました。 

1月28日には、第2師団の冬季戦技スキー競技会が上富良野演習場で開催され、師

団管内から選手をはじめ多くの方が集まり開催されました。 

地元駐屯地からは第2戦車連隊が出場し、地元の方々とともに選手の皆さんを応援

してまいりました。 

また、2月21日には、自衛隊旭川地方協力本部の主催によるウインターコンサート

が当町で開催され、自衛隊音楽隊をはじめ地元の上富良野中学校と富良野高校の吹奏

楽部が参加し、会場に集まった多くの方々に素晴らしい演奏を披露していただきまし

た。 

3月10日には、酒井 北部方面総監が来町され、自衛隊協力会と駐屯地との共催に

より歓迎会を開催いたしました。 
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防衛施設周辺整備事業関係では、２月3日、町基地対策協議会の役員とともに防衛

省の幹部の方々に当町の演習場周辺整備事業に関する要望を行ってまいりました。 

本年12月には、国の防衛計画大綱の見直しと次期防衛力整備計画の閣議決定を迎え

るため、今後とも強固な運動を展開しなければならないことから、議員各位の特段の

ご協力をお願いするところであります。 

 

（保健福祉課行政報告） 

次に、冬の暖房用燃料等の購入支援策として実施いたしました福祉灯油事業につい

てでありますが、受付期間を当初予定しておりました1 月 20 日から１月間延長して

２月２０日とし、その期間中に申請できなかった方で、対象となる方に、手続きをし

ていただいたところであります。 

その結果、２７９名の方が手続きを終え、予算額に対し 69％の総額 370 万円相当

の商品券を交付いたしました。 

次に、子どもセンターについてでありますが、国の地域介護・福祉空間整備等交付

金の採択のもとに施設内の改修工事と、集合煙突内部のアスベスト除去を含めた煙突

改修工事を施工しておりましたが、予定どおり完了し、３月１日から新しい環境のも

とでご利用いただいております。 

次に、食育推進事業についてでありますが、昨年度に策定した食育推進計画に基づ

き、出前講座をはじめ、広報活動や学習活動により普及啓発活動に取り組んでおりま

す。 

実践事業としては、町内小中学校と連携を図り、栄養士を中心として、健康づくり

や食事マナーの向上を図るための食育講話の実施、さらに地産地消の理解を深めるた

めに、子ども料理教室の開催のほか、地域住民を対象とした栄養相談やパネル展示な
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どを実施しております。 

これらの活動が、家庭や地域で「食」について考えていただく契機となり、これか

らも住民が健康で豊かな生活を送ることができるように、食育推進事業を積極的に展

開してまいります。 

 

（町民生活課行政報告【自治推進班関係】） 

次に、自治基本条例の関係でありますが、昨年12月の町議会で議決を頂き、本年4

月1日からの施行となるところであります。 

自治基本条例については、上富良野町の最高規範と位置付けられることから、パン

フレットと解説書を1冊にまとめ、上富良野町自治基本条例保存版として全戸配布を

行うこととしたことから「広報かみふらの」3月10日号発行に併せて町内会長宛に発

送したところであります。 

各家庭においては、ぜひ読んでいただくとともに、身近なところに保存していただ

き、町民皆様のより一層の理解を願うところであります。 

 

（町民生活課行政報告【税務班関係】） 

次に、平成２０年度９月定例町議会報告以降の町税等の収納対策状況についてであ

りますが、預金調査３８０件の財産調査を実施するとともに、平成２０年分所得税の

確定申告に係る所得税還付金の調査を実施し、所得税還付金３件１０万４千円の差押

えを執行いたしました。 

次に、例年実施しております平成２０年分所得税の確定申告の受付けについては、

２月１６日から３月１６日までの期間で、また、消費税及び地方消費税の確定申告に
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ついては、２月１６日から３月３１日までの期間で実施しておりますが、町民の方が

混乱を来たさないよう所得税の申告と同時に相談・受付の対応を図っているところで

あります。 

 

（産業振興課行政報告） 

次に、観光関係では、２月８日「第45回 かみふらの雪まつり」を、日の出公園を

会場に開催しております。 

会場には、上富良野駐屯地第２戦車連隊制作による滑り台付き大雪像１基と小雪像

３基、商工会青年部と建設業協会による雪を積み上げた大迷路があり、約1,500 人の

人々に冬の一日を屋外で楽しく過ごしていただきました。 

今年度は、雪まつり前日に滑り台を開放し、約２００人の子供達が大きな歓声をあ

げて滑り台を楽しんでいたところです。 

当日のイベントでは、ちびっこ宝さがし、スノーモービル体験搭乗、スノーラフテ

ィング体験、タイヤチューブスピードバトル等が行なわれ、スノーモービル体験搭乗

とスノーラフティング体験は列を成す盛況ぶりであり、最後の大抽選会におきまして

も、沢山の来場者に参加をいただき、楽しんでいただけたものと思っております。 

今年度も「新しい冬の富良野・美瑛観光を考える実行委員会」との共同開催で「ふ

らの・びえい人になるキャンペーン」のイベントも行なわれ、物まねの「何だ研二」

ステージショー、地場産食材による味覚コーナーが設けられた中で、終日、多くの人

で賑わい、事故もなく盛況のうちに終えることができました。 

また、雪まつり前日及び当日、見晴台公園及び深山峠で行なわれた幻想的な雪のラ

ンドアートを照らす「ウインターサーカス２００９」におきましても、雪まつりのプ

ログラムと連携した結果、多くの来場をいただいたところであります。 
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雪像制作期間中、ご支援をいただきました陸上自衛隊、商工会青年部、建設業協会、

女性団体連絡協議会、自衛隊協力会女性部をはじめ各関係機関及び協賛いただいた皆

様に深く感謝を申し上げます。 

 

（町立病院行政報告） 

次に、町立病院の運営関係ですが、昨年１２月に開設した介護療養型老人保健施設

につきましては、開設以来ほぼ満床状態が続いているところであります。今後も地域

の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、サービスの向上に努めてまいり

ます。 

また、公立病院改革ガイドラインに基づく上富良野町立病院改革プランの策定につ

きましては、町立病院運営審議会で審議をいただいたところであり、今後上川支庁と

細部の調整を図りながら、年度内提出に努めてまいります。 

 

（教育振興課行政報告） 

次に、成人式についてでありますが、１月１１日、保健福祉総合センター「かみん」

において、町議会議員をはじめ、多くの来賓各位のご臨席をいただき、挙行いたしま

した。 

新成人８７名の出席のもと厳粛な中で式典が行われ、成人としての門出を祝福した

ところであります。 

次に、上富良野高校に係る事項について報告させていただきます。 

昨年７月１６日に平成２１年度から平成２３年度における公立高等学校配置計画案

が北海道教育委員会より示され、上富良野高校については現状維持となっております
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が、平成２１年４月入学の志願状況は昨年に引き続き少数であり、大変厳しく、存続

については依然として厳しい状況となっております。 

町としては、今後においても、上富良野高校への入学者が増加し、地域に根ざした

特色ある高校として存続できるよう町民の理解と協力をいただきながら努力してまい

ります。 

次に、本年度で2年目を経過しようとしている放課後プラン事業の上小放課後スク

ールが日頃の活動が認められ、全国66教室の内の1つとして、2月25日に文部科学

省より「第1回放課後子ども教室推進表彰」を受賞しております。 

地域の方々や指導員により、けん玉・コマなどの昔遊びや百人一首、色染めやスポ

ーツなどと多彩な活動を行っており、このことが評価されたものと考えており、継続

して事業展開を図ってまいります。 

 

（総務課行政報告【企画財政班関係】） 

最後に建設工事の発注状況についてでありますが、12月定例議会の報告以降に入札

執行した建設工事は、２月末現在で、件数で３件、事業費総額９千５７万3千円とな

っており、本年度累計では、49件、事業費総額8億8千866万7千500円となって

おります。 

また、平成21 年第 2 回臨時議会において予算議決いただいた、地域活性化・生活

対策臨時交付金を財源とする建設工事については、3 月下旬に入札を予定しておりま

す。 

なお、本年度の詳細については、お手元に「平成２０年度建設工事総括表」を配付

しておりますで、後ほどご高覧いただきたく存じます。 


